
　日頃から、同窓会活動にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

　さて、6月19日に開催を予定しておりました今年度の同窓会総会ならびに懇親会ですが、5月29日

に開催されました理事会において、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とし、議事

については書面により議決いただくこととなりました。詳細につきましては本誌内に掲載しておりま

すのでご確認ください。合わせまして本年度の各支部総会ならびに懇親会につきましても中止とさ

せていただいております。参加を楽しみにされていました皆様には大変申し訳ありませんが、ご理

解の程よろしくお願い申し上げます。

　来年度の総会等につきましては今年度の当番幹事予定の皆様と来年度の当番幹事の皆様との２学

年合同開催とすることが同理事会にて決定しております。今後本部ならびに当番幹事一同来年度に

向け準備してまいりますので、次回の開催の際にはふるってご参加ください。皆様のご参加を心よ

りお待ちしております。

令和２年度岩手県立一関第二高等学校
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、予定されておりました総会については書面議決で執り
行うことが常任理事会並びに理事会で決定し、当初総会予定日であった６月１９日（金）付けをもって議決集
計を行いました。結果については下記の通りとなりました。お陰様で下記のとおり全議案におきまして可
決いただきましたことご報告致します。

記

書面議決項目 承　認 非承認 未記入
第１号議案 令和元年度会計決算・会計監査報告並びに承認 74 0 4
第２号議案 会則の改定について 78 0 0
第３号議案 令和2年度事業計画（案）について 77 1 0
第４号議案 令和2年度会計予算（案）について 77 1 0
第５号議案 役員改選について 77 1 0
第６号議案 会費の増額について 75 3 0

　また、同窓会運営に関するご意見や労いのお言葉を多数お寄せいただきました。ありがとうございました。

� 以　上

令 和 ２ 年 度 総 会 書 面 議 決 報 告
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（会員からの意見・質問に対する回答）

◎第２号議案 『会則の改定について』

〈質　問〉	 『電磁的記録』の表現は聞きなれないがどういったものを指すのか？

〈回　答〉	 表現については他の公共団体の表記を参考にしております。多くの回答を回収することに主眼
を置き、FAXやメールでの回答、またPDFファイル等についても本人の有効な回答と確認でき
るものについては出席または委任したものと同様に扱いたいと考えます。

◎第３号議案 『令和２年度事業計画（案）について』

〈質問1〉	 感染症の流行が収束に向かいはじめていると思うが、支部総会の中止は本部指示なのか？また、
その際の支部運営方法等はどの様にすべきか？

〈回　答〉	 事務局：緊急事態宣言は解除されましたが、依然として感染症拡大のリスクを完全に払拭できて
いるとはいえず、多くの公共団体等でも同様である様に、本同窓会としても組織だった会合は
開催すべきではないと判断しました。また、支部の運営方法等については今まで通り各支部事
務局に一任しますので、今年度の各支部運営の決定についても役員のみで話し合う等、感染症
拡大防止に努め適に対応をお願いいたします。

〈質問2〉	 来年度の総会開催について、当番幹事を２年分合同で行うとしているが、そのままずらす形で
はだめなのか？

〈回　答〉	 当番幹事学年を周期化している関係上、担当学年の意識が定着しており混乱を生じる可能性が
あります。また、今年度予定の当番幹事が来年度もそのまま担当できるとは言い切れず、参加
者を募るうえでも今までの流れを踏襲し合同運営開催としたいと考えます。

◎第４号議案 『令和2年度会計予算（案）について』

〈質　問〉	 支部総会の中止に伴い、今年度の支部補助費はどのようになるのか？

〈回　答〉	 今回の中止決定を受け各支部においても多方面に連絡の必要が生じることと思います。本部と
してはそれを補填する必要があると考え支部補助費については例年通り補助いたします。支部
の会計等については今まで通り各支部事務局に一任しますので、例年通り年度末に決算書の提
出をお願いいたします。

◎第５号議案 『役員改選について』

〈質　問〉	 総会が開催できない場で決定するのはどうかと思う。

〈意　見〉	 急な取り組みへの対応等多大な苦労を察する。その中での役員継続意向に感謝申し上げると共
に、正義感へ敬意を表したい。

〈回　答〉	 緊急を要する場面での役員改選は適切ではないのではとの考えもあったが、『逆にこの緊急性を
要する事態が進行している今、役員の改選を行った場合かえって運営に支障をきたす可能性が
あるため再選を打診すべき』や『会則にも再任を妨げないとあるので、辞退の申し出が出ていな
い以上通常の改選と同様に扱って構わないと考える』との意見を受け通常通りの議案とし、事務
局として全員通常任期での再任として提案することとしました。
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◎第7号議案 『会費の増額について』

〈意見1〉	 支部への協力体制を増強し、本部としても参加呼びかけを行うよう行動予定であり、参加年齢
を拡充し職場中堅世代と就職活動期の同窓生との橋渡しができれば同窓会行事としての意味合
いは一層形あるものになると期待する。また、在校生への還元を掲げ部活動への助成を拡充す
る等行っており、以上の点からも今後も同等の活動を行う上で増額は妥当であると考える。

〈意見2〉	 周年行事に関して、企業等なかなか寄付が集まらない状況が見受けられるため積み立ての必要
性があると考えるため、予算規模縮小は厳しいのではないか？

〈意見3〉	 増額の根拠がはっきりしており、かつ、額も最小限であり、確かに在学中に支払うことでイメー
ジし辛いが、同窓生として唯一の会費納入になるため承認できる。

〈意見4〉	 予算規模縮小や支出基準の見直しを図る等、収入に見合った支出を行うべきであり、様々な支
出を抱えた保護者の立場にたち増額は行うべきではない。また、同窓生からの収入増加方法を
検討すべき。

〈意見5〉	 これ以上の縮小を図ると同窓会としての意味合いが薄れてしまう可能性出てくる。縮小の結果
生徒への還元もままならなくなっては意味がない。また、同窓生への呼びかけは既に行ってい
るが限界があり、また安定した金額も望めない。さらには寄付を募るのにも文書発送等に費用
が必要になるため増額は妥当であると考える。

〈回　答〉	 多方面の状況を鑑み支出や事業の精査等を時間をかけて検討してきました。様々なご意見を頂
き検討を重ねた結果今回の提案となりましたことご理解ください。

令和元年度 同窓会会計決算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考

1 会 費 2,394,600 2,346,630 △ 47,970 390円×6,017件

2 入 会 金 1,060,000 1,045,000 △ 15,000 5,000円×3年生 209人

3 繰 越 金 2,185,948 2,185,948 0 平成30年度繰越

4 繰 入 金 0 0 0

5 雑 収 入 452 10,752 10,300 預金利息、過年度収入、同窓会
名簿販売代金（1冊4,500円）

合　　　計 5,641,000 5,588,330 △ 52,670

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考

1 事 務 費 100,000 19,420 △ 80,580 ラミネートシート、インクボトル、
パイプファイル、名刺用紙

2 通 信 費 300,000 122,895 △ 177,105 各種案内状発送郵券代

3 会 議 費 500,000 207,369 △ 292,631 総会・理事会・諸会議等

4 慶 弔 費 100,000 8,230 △ 91,770 慶弔等

5 旅 費 500,000 255,220 △ 244,780 支部総会参加旅費等（関東・盛岡・
仙台）

6 事 業 費 1,600,000 1,415,174 △ 184,826

ＨＰ運営費（レンタルサーバー保
守更新料含）、同窓会報（415,800
円）、卒業記念品、クリアファイル作
成、住所確認ハガキ印刷、総会議
案書、懇親会パンフレット 等

7 支部補助費 500,000 500,000 0 各支部活動補助（盛岡支部15万、
仙台支部15万、関東支部20万）

8 部活動助成金 1,000,000 635,800 △ 364,200 全国・東北大会出場等の補助、
大会・定期公演等の広告掲載等

9 部活動奨励費 400,000 99,000 △ 301,000 同窓会表彰記念品

10 記念事業積立金 500,000 500,000 0 同窓会特別会計へ

11 雑 費 50,000 4,854 △ 45,146 振込手数料

12 予 備 費 91,000 0 △ 91,000

合　　　計 5,641,000 3,767,962 △ 1,873,038

３　収支決算額
収入額 5,588,330 － 支出額 3,767,962 ＝ 次年度繰越金 1,820,368

令和元年度 同窓会特別会計（積立金）決算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考

1 積 立 金 500,000 500,000 0 一般会計より記念事業積立金
（②定期証書）に積立

2 繰 越 金 6,482,476 6,482,476 0
平成30年度繰越
周年事業基金　（①定期証書:1,707,118円）
記念事業積立金（②定期証書:2,802,844円）
記念事業積立金（③普通口座:1,972,514円）

3 雑 収 入 24 398 374
利息　①定期証書：144円
　　　②定期証書：238円
　　　③普通口座： 16円

合　　　計 6,982,500 6,982,874 374

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考
1 繰 出 金 0 0 0

合　　　計 0 0 0

３　収支決算額
収入額 6,982,874 － 支出額 0 ＝ 次年度繰越金 6,982,874

令和元年度 同窓会寄付受付口座決算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考
1 寄 付 金 50,000 61,400 11,400 3月23日現在
2 繰 越 金 21,660 21,660 0 平成30年度繰越
3 雑 収 入 0 0 0

合　　　計 71,660 83,060 11,400

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 予算額 A 決算額 B 差額 B−A 備　　　考
1 繰 出 金 0 0 0
2 雑 費 0 2,741 2,741 寄付金受付手数料

合　　　計 0 2,741 2,741

３　収支決算額
収入額 83,060 － 支出額 2,741 ＝ 次年度繰越金 80,319

第１号議案
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第３号議案

令和２年度 事業計画について

１　同窓会報の発行
２　在校生の部活動奨励補助
３　各種行事への補助
４　卒業生への記念品贈呈

令和2年

4月8日㈬ 入　学　式（※新型コロナウイルス感染拡大防止により縮小開催）

　　10日㈮ 同窓会会計監査（本校）

　　22日㈬ 同窓会第１回常任理事会（本校）20名

5月15日㈮ 開校記念日

　　29日㈮ 同窓会理事会（本校）19名

6月20日㈯ 同窓会総会書面議決

8月上旬 同窓会報№17発行

　　28日㈮ 二高祭（校内公開のみ）

9月中旬 同窓会総会・懇親会打合せ会（未定）
令和2年度当番予定幹事（昭和58年･平成5年3月卒）・令和3年度当番幹事（昭和59年･
平成6年3月卒）
※来年度の総会・懇親会は令和2年度・令和3年度当番幹事合同での開催。

11月中 令和3年度同窓会総会・懇親会第１回当番幹事打ち合わせ会（未定）

令和3年

2月上旬 同窓会常任理事会（本校）

3月1日㈪ 同窓会表彰・入会式

　　2日㈫ 卒　業　式

※以下新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止
	 同窓会総会・懇親会
	 本部・支部事務局情報交換会
	 同窓会総会・懇親会当番幹事打ち合わせ会
	 （当番幹事　昭和58年・平成5年3月卒）
	 同窓会関東支部総会・懇親会
	 同窓会仙台支部総会・懇親会
	 同窓会盛岡支部総会・懇親会	
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令和２年度 同窓会会計予算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 会 費 2,324,400 2,394,600 △ 70,200 390 円×10 回×596 人

2 入 会 金 995,000 1,060,000 △ 65,000 5,000 円×3年生 199 人

3 繰 越 金 1,820,368 2,185,948 △ 365,580 令和元年度繰越

4 繰 入 金 0 0 0

5 雑 収 入 232 452 △ 220 預金利息等

合　　　計 5,140,000 5,641,000 △ 501,000

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 事 務 費 100,000 100,000 0 事務用品等

2 通 信 費 300,000 300,000 0 各種案内状発送郵券代等、同窓会報発送料

3 会 議 費 500,000 500,000 0 総会・理事会・諸会議等

4 慶 弔 費 100,000 100,000 0 弔電等

5 旅 費 500,000 500,000 0 支部総会参加旅費等

6 事 業 費 1,600,000 1,600,000 0
HP運営費（レンタルサーバー保守
更新料含）、同窓会報印刷、封筒・ハ
ガキ印刷、卒業記念品、クリアファイ
ル作成、新人会員総会参加補助等

7 支部補助費 500,000 500,000 0 各支部活動補助（盛岡支部15万、
仙台支部15万、関東支部20万）

8 部活動助成金 1,000,000 1,000,000 0 全国･東北大会出場等の補助、
大会･演奏会等の広告掲載等

9 部活動奨励費 400,000 400,000 0 同窓会表彰記念品等

10 記念事業積立金 0 500,000 △ 500,000 特別会計積立

11 雑 費 50,000 50,000 0 振込み手数料等

12 予 備 費 90,000 91,000 △ 1,000

合　　　計 5,140,000 5,641,000 △ 501,000

令和２度　同窓会特別会計（積立金）予算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 積 立 金 0 500,000 △ 500,000

2 繰 越 金 6,982,874 6,482,476 500,398
令和元年度繰越
周年事業基金　（①定期証書:1,707,262円）
記念事業積立金（②定期証書:3,303,082円）
記念事業積立金（③普通口座:1,972,530円）

3 雑 収 入 126 24 102 利息

合　　　計 6,983,000 6,982,500 500

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 操 出 金 0 0 0

合　　　計 0 0 0

令和２年度　同窓会寄付受付口座予算書
１　収 入 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 寄 付 金 50,000 50,000 0 目標額

2 繰 越 金 80,319 21,660 58,659 令和元年度繰越

3 雑 収 入 0 0 0

合　　　計 130,319 71,660 58,659

２　支 出 の 部� （単位：円）

項　　目 本年度
予算額A

前年度
予算額B 増減A−B 備　　　考

1 繰 出 金 0 0 0

2 雑 費 0 0 0

合　　　計 0 0 0

令和 2 年度同窓会役員改選について

役職名 令和 2・3年度役員 平成 30・令和元年度役員

会　　　長 槻　山　　　隆
（昭和45年卒　一関農高・農）

槻　山　　　隆
（昭和45年卒　一関農高・農）

副　会　長

須　藤　光　子
（昭和47年卒　一関二高・普）

須　藤　光　子
（昭和47年卒　一関二高・普）

小野寺　邦　芳
（昭和53年卒　一関二高・普）

小野寺　邦　芳
（昭和53年卒　一関二高・普）

伊　藤　　　晋
（昭和54年卒　一関二高・普）

伊　藤　　　晋
（昭和54年卒　一関二高・普）

石　川　聖　浩
（昭和60年卒　一関農高・農）

石　川　聖　浩
（昭和60年卒　一関農高・農）

監　　　事

佐　藤　　　繁
（昭和41年卒　一関二高・普）

佐　藤　　　繁
（昭和41年卒　一関二高・普）

木　村　孝　男
（昭和44年卒　一関農高・農）

木　村　孝　男
（昭和44年卒　一関農高・農）

佐　藤　裕　一
（昭和53年卒　一関二高・普）

佐　藤　裕　一
（昭和53年卒　一関二高・普）

第４号議案

第５号議案
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　同窓会の皆さまには、日頃から母校の発展のために、
物心両面からのご支援とご協力を賜り、心から感謝申
し上げます。私４月から本校に着任しております髙橋
正勝と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　新年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策
の中でスタートしましたが、生徒は本日まで大きな事
故も無く、落ち着いた環境で日々勉学と部活動、生徒
会活動や自主的活動に励んでおります。１年生は一関
市と平泉から１７３名、それ以外から２４名の合計１９７名が
入学し、全校で５９６名の在籍となりました。学校行事や
部活動の大会、コンクールなどが例年どおり行えない
ことは大変残念ですが、規模を縮小した成果発表の場
面では、全校生徒そして各部ともやれることに精一杯
取り組んで、クラスや部員同士で達成感や感動を共有
できていることはとても良いことであり、救いとなっ
ております。
　今年度本校は、高校再編計画前期計画により全学年
５学級編制の完成年度となり、これまでの６学級編制
から計１２０名の生徒減となりました。今後の同窓会運営
はじめ学校経営に様々な影響が予想されますが、同窓

会の皆さまはじめ関係部署と学校の緊密な関係によっ
て乗り越えていきたいと考えております。
　一方、高校を取り巻く変化としては、高校教育改革
や大学入試改革などに直面しております。今年度の教
育目標は「113年の歴史に学び、豊かな創造力に富む人
間の育成をめざす学校」を掲げております。このような
時代だからこそ、100年を超える校史や学校の変遷か
ら、一関二高の創造的な発展を学ばなければならない
と考えております。本校で学ぶ生徒に対しても、今こ
そ総合学科教育の本来の目標である「主体的な態度で
学習に目を向け、自分の将来を切り拓く姿勢」を大切に
して欲しいと願って止みません。そして、校訓「自主の
心　意志の力　創造の意欲」という不易の教育目標の
もと、地域に根ざした学校として豊かな人間性を備え
た人材の育成のために、県南の総合学科高校を牽引す
る存在でありたいと考えております。
　同窓会の皆さまには、母校の「教育活動の充実」「学校
力の発信」のために、これまでと変わらぬご指導とご支
援を賜りますようお願い申し上げ、ごあいさつとさせ
ていただきます。

校　長　　髙　橋　正　勝

　同窓会会員の皆様には、益々ご健勝でご活躍のこと
とお慶び申し上げますとともに、常日頃より同窓会活
動に、ご理解とご協力を頂き同窓会の活動ができます
ことに感謝申し上げます。また、今年は新型コロナウ
イルス感染症拡大防止等のため、活動に多くの制約が
あり、同窓会に於いても６月に予定しておりました総
会を書面議決という形で実施しました。当番幹事の皆
さんには、総会に向けて準備を進めていただいたとこ
ろではありましたが、来年の総会で来年の当番予定の
皆さんと一緒に対応してもらうことと致しましたので
よろしくお願い致します。
　今年は役員改正の年となっておりましたが、総会開
催できないということであり、再任とすることに役員
会で話し合われ、書面議決でも承認されましたので現
体制で２年間継続する事となりましたので今後ともご

指導をよろしくお願い致します。また、支部での総会
も今年度は見送ることとしましたので、来年度の実施
を楽しみにして頂きたいと思っております。
　本校の入学生も、一昨年から1学級減の200名とな
り、同窓会運営について今までよりも経費節減を考え
た活動が必要となって来るものと考え、皆様の今まで
以上の同窓会活動に対するご支援ご協力をいただきま
すようお願い致します。
　現在、一関市に於いては、少子高齢化が大きな課題
となっており、若年層の流出により今後の学校運営が
大変な状況となるものと危惧している状況でありま
す。こういう中での同窓会活動が益々制約される物と
思いますが、会員皆様のご支援ご協力の下、活動して
まいりますのでよろしくおねがいいたします。

同窓会長　　槻　山　　　隆

ご　挨　拶

ごあいさつ
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令和元年度関東支部総会・懇親会開催
関東支部　事務局次長　曽　部　篤　治
（昭和44年３月普通卒）

　第２０回関東支部総会・懇親会を９月２９日（日）東京
中野サンプラザにて開催しました。前回は大型台
風の影響で急遽中止となり事務処理が大変でした
が、今回は無事開会でき、関東支部役員一同安堵
致しました。７５名の出席を賜り感謝です。同窓会
からは槻山会長他４名、学校からは中崎校長他３
名の皆様に出席頂き、大変盛り上がりました。
　記念開催として、山口紀代子さん（昭和３４年３月
普通卒）に、大相撲に長年関わってきました経験講
演をお願いし、また懇親会では、佐藤寛將さん（昭
和３７年３月普通卒）中心に、和楽器演奏を楽しみな

がら会員同士の交流に乾杯！
　昨年の同窓会報一面にてご紹介がございました、
菅原隆行さん（昭和４４年３月農高卒）、作詞家　万
城たかし先生も初めての出席で、今後は毎回出席
との心強い支援がございました。関東支部役員一
同は、今後も会員の皆様の交流の場として継続開
催を頑張りますので、会員のご紹介をお願い申し
上げます。
　総会・懇親会の様子は写真をご覧下さい。

アトラクション体験演奏アトラクション・昭和37年3月卒佐藤寛將さん

昭和44年3月卒役員昭和50・55年3月卒会員

同窓会・学校・関東支部役員一同

吉廣支部長 槻山会長

中崎校長 山口紀代子さん
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　令和元年10月19日（土）に仙台駅前のアエルにお
いて、総会・懇親会が開催されました。会場は31階
でしたが、あいにくの雨ふりで残念ながら眺望は
望めませんでした。
　案内は仙台近郊を中心に約250人に案内をしてお
り約120人から返信がありました。残念ながら新卒
者等若人の参加はありませんでしたが、おなじみ
の先輩方に元気に参加していただいたことにほっ
としました。学校、本部から5人の参加をいただ
き総勢22名での会となりました。
　参加できなかった方々からの返信の通信欄には
ご自身の近況や高校時代を懐かしむ言葉が多数寄
せられました。
　伊藤支部長の挨拶に先立ち、台風災害で亡くな
られた方々へ全員で黙とうをささげました。支部
長の挨拶では仙台支部開設以来、来年で20年にな
り一つの節目になること、参加者のすそ野が広
がっていないこと等を踏まえ今後の運営課題と
なっていることなどの話がありました。
　同窓会本部の伊藤晋副会長より、令和元年度総
会の報告をいただきました。また、地元の同窓生
のお店の団子の提供もいただき、皆で舌鼓を打ち
ました。菅原俊哉総務課長からは少子化の影響で
学級の減少する状況になっていること、一方で二
高の特色を、積極的に発信していることから、広

令和元年度仙台支部総会・懇親会開催
支部事務局長　猪　股　恭　四
（昭和48年3月普通卒）

域からの応募が増えているという、うれしい状況
にもなっていることや、各部活の活躍があり、特
に野球部が頑張っていることとの報告がありまし
た。
　昨年に続き学校手作りジャムの提供もありまし
た。頑張っている母校の話を参加者一同うれしく
聞いておりました。
　懇親会は、昭和48年土木科卒の鈴木節夫さまの
乾杯のご発声で始まり、和やかに歓談になりまし
た。恒例の歳祝いには古希の昭和43年土木科卒菅
原盛喜副支部長、同年普通科卒渡辺成子部長によ
り近況等をお話しいただきました。菅原副支部長
からは仕事の合間をみて長年練習してきたという
ハーモニカで懐メロの演奏披露があり、大いに盛
り上がりました。またアトラクションのゲームも
あり、提供いただいた団子、ジャムを景品として
提供できました。大いに語らい、飲みの楽しい時
間も過ぎ、いよいよ恒例の佐々木義勝さま（昭和39
年土木科卒）の正統の手振りでの校歌斉唱となりま
した。
　中締めとして、鈴木英太郎さま（昭和41年普通科
卒）に万歳三唱の音頭を取っていただき、懇親会の
お開きとなりました。
　来年は20回目の総会となります。多くの同窓生
の参加を願っております。
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　９月２８日（土）、秋の暖かな日に盛岡市のホテル
ニューカリーナにおいて、当支部総会は支部会員
並びに同窓会学校関係者３１名の参加をいただき、
本年度の支部総会・懇親会を開くことができまし
た。
　総会は支部長挨拶、続いて伊藤副会長と菅原副
校長挨拶があり、その中で副会長からは今年の総
会・懇親会が沢山の会員が集まり盛り上がったこと
が話され、副校長からは現在の生徒の状況等の話
がありました。
　その後、提案した協議題で一部資料にミスがあ
りましたが、出席会員の総意で承認されました。
総会が終わってから写真撮影の後、懇親会に移り
和やかに懇談しました。
　懇親会では最初に会員の古澤さんの踊りから始
まって、事務局で用意したささやかな景品を抽選
で参加者にお配りしました。何がいったかは本人
のみが知るです。それから短い時間で自己紹介と
合わせて在校当時の思い出や現在の状況をお話い
ただきました。いろいろな話を聞いていますと、
今の一関二高はその時代毎に活躍された同窓生に
皆さんの頑張りの上に成り立っていることを知る
ことができました。その点、私は何をしていたの
だろうかと考えてみましたが浮かんできませんで
した。単に在校していたと思い、反省させられま

令和元年度盛岡支部総会・懇親会開催
支部事務局長　阿　部　俊　雄
（昭和42年3月卒）

した。
　今年卒業して参加いただいた会員の方は、これ
から大学で学ぶことを生かして岩手に貢献したい
と語っておりました。本当に頼もしいかぎりで在
校生にも聞かせてみたい気持ちでした。
　最後に全員で会員の音頭のエールをし、その後
「校歌」歌い終了しました。
　参加していただいた会員の皆様、来賓として来
ていただきました同窓会・学校関係者の皆様、本当
にありがとうございました。
　今年も支部会員約５５０名に案内状を発送致しまし
た。約３３％の会員から返信をいただきました。そ
こには近況が綴られており、ご自身の体調不良で
参加できない方、ご家族の介護をされていて参加
できない方、仕事の都合で参加できない方等ござ
いました。そんな中でも、いつかは参加したいと
考えている方もおりましたので、その方々のため
にも当支部が存続して行かなければと感じており
ます。支部会員の皆様のご協力を今後ともよろし
くお願いします。
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令和元年度　卒業生進路別合格者（延べ人数）

進　
　

学

国公立大学 私立大学 国公立短期大学

13 94 4

私立短期大学 看護・医療系専門学校 専門学校

20 56 38

就 

職
一般企業 公務員

26 3

《進学》 

〔国公立大学〕
北海道教育大学釧路校⑴、名寄市立大学⑴、釧路
公立大学⑴、岩手大学⑵、岩手県立大学⑶、福島
大学⑴、宮城教育大学⑴、山形大学⑴、新潟県立
大学⑴、電気通信大学⑴

〔私立大学〕
青森中央学院大学⑵、八戸学院大学⑴、弘前学院
大学⑴、弘前医療大学⑴、秋田看護福祉大学⑶、
ノースアジア大学⑵、富士大学⑶、岩手医科大学
⑹、岩手保健医療大学⑶、盛岡大学⑷、尚絅学院
大学⑻、石巻専修大学⑴、仙台白百合女子大学⑵、
仙台大学⑴、東北学院大学 （25）、東北文化学園大
学⑵、宮城学院女子大学⑹、東北公益文科大学⑵、
朝日大学⑴、聖学院大学⑴、日本薬科大学⑴、桜
美林大学⑴、帝京科学大学⑴、東京経済大学⑴、
日本大学⑵、明治大学⑴、桐蔭横浜大学⑵、関東
学院大学⑶、産業能率大学⑴、東海大学⑷、亀田
医療大学⑴、東海学園大学⑴

〔国公立短期大学〕
岩手県立大学宮古短期大学部⑶、岩手県立大学盛
岡短期大学部⑴

〔私立短期大学〕
修紅短期大学⑶、盛岡大学短期大学部⑵、聖和学
園短期大学⑶、仙台青葉学院短期大学⑹、仙台赤
門短期大学⑵、秋草学園短期大学⑵、帝京短期大
学⑴、鎌倉女子短期大学部⑴

〔看護・医療系専門学校〕
岩手医大医療専⑴、北里大保健衛専⑴、日本医科
学大学校⑴、国際医福専一関⑸、東北保健医療専
⑴、仙台医健スポーツ＆こども専⑴、宮城高等歯衛
士⑴、赤門鍼灸柔整専⑴、東日本医療専門⑴、岩
手県一関高看⑹、水沢学苑看護専⑼、仙台医療附

看助⑵、仙台市医師会看⑴、石巻赤十字看専⑴、
獨協医大附看専⑴、盛岡看護医療大⑴、川口市立
看護専⑴、岩手看護専門学⑶、花巻高等看護専⑻、
気仙沼病附看専⑷、葵会仙台看護専⑴、一関准看
護高等⑷、福島県立総合衛⑴

〔専門学校〕
仙台医療福祉専⑴、東京医療秘書福⑴、日本工学
院専門⑴、仙台医療秘書福⑴、東北外語観光専⑴、
仙台こども専門⑴、北日本医療福専⑴、宮城調理
製菓専門⑵、菜園調理師専門⑴、仙台スイーツ＆カ
フェ専門⑴、東京バイオテクノロジー専門⑴、東京マ
ルチメデｲア専門⑴、専門東北動物看護学院⑴、仙
台ECO動物海洋専門⑴、仙台ビューティーアート専
門⑵、仙台理美容専門⑴、東北ヘアモード学院⑵、
仙台総合ビジネス公務員専門⑴、JTBトラベル＆ホテ
ルカレッジ⑴、宮城文化服装専門⑴、専門学校ＥＳ
Ｐエンタテインメント大阪⑴、専門学校カレッジオブ
アーツ⑴、専門学校日本デザイナー芸術学院⑴、東
京デザイン専門⑴、専門デジタルアーツ仙台⑴、上
野法律ビジネス専門⑴、仙台大原簿記情報公務員専
門⑵、大原スポーツ公務員専門⑴、大原簿記情報ビ
ジネス専門横浜校⑴、東京法律専門仙台校⑵、北上
コンピュータ・アカデミー⑵、東北職業能力開発大学
校⑴

《就職》

〔一般企業〕
㈲光成工業⑴、株式会社一関ＬＩＸＩＬ製作所⑴、
株式会社富士通ゼネラルエレクトロニクス⑴、社会福
祉法人つくし会 特別養護老人ホーム明生園⑴、特別
養護老人ホーム一関ケアサポート⑵、イオンスーパー
センター株式会社⑴、株式会社KYコーポレーション
⑴、きたかみ自販㈱細川商会⑴、日本郵便株式会
社東北支社⑶、大沢温泉⑴、TBCグループ株式会
社⑴、医療法人松田会 （介護職）⑴、水戸屋開発株
式会社 ホテルニュー水戸屋⑴、ANA FESTA株式
会社⑴、ＪＲ東日本株式会社⑷、小田急電鉄株式
会社⑴、株式会社赤塚屋⑴、株式会社第一ビルメン
テナス⑴、京浜急行電鉄株式会社⑵

〔公務員〕
国家公務員 運輸局⑴、一般曹候補生⑵

卒 業 生 の 進 路
令和２年3月26日現在

（合格者数）
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卒　

業　

年　

次
（
３
月
）

郡
立
西
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井
女
子
職
業
学
校

郡
立
西
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井
実
科
高
等
女
学
校
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立
一
関
実
科
高
等
女
学
校

県

立

一

関

高

等

女

学

校

町
立
一
関
商
業
補
習
学
校

町
立
一
関
商
業
専
修
学
校

町
立
一
関
女
子
職
業
学
校

町
立
一
関
女
子
職
業
学
校
専
攻
科

町
立
一
関
女
子
商
業
学
校

市
立
一
関
淑
徳
高
等
女
学
校

一
関
第
二
高
校
併
設
中
学
校
・
一
関
淑
徳
高
女
併
設
中
学
校

組
合
立
一
関
農
工
学
校
併
設
中
学
校
・
市
立
一
関
農
業
高
校
土
木
科

組
合
立
一
関
農
工
学
校
併
設
中
学
校
・
市
立
一
関
農
業
高
校
農
業
科

県
立
一
関
高
等
学
校
西
校
舎

普
通
科

土
木
科

農
業
科
合　
　

計

（
明
治
41
〜
明
治
44
）

（
明
治
45
〜
大
正
8
）

（
大
正
9
〜
大
正
11
）

（
大
正
12
〜
昭
和
24
）

（
大
正
15
〜
昭
和
2
）

（
昭
和
3
〜
昭
和
10
）

（
昭
和
11
〜
昭
和
20
）

（
昭
和
12
〜
昭
和
19
）

（
昭
和
21
〜
昭
和
22
）

（
昭
和
23
〜
昭
和
24
）

（
昭
和
23
〜
昭
和
25
）

（
昭
和
23
〜
昭
和
24
）

（
昭
和
23
〜
昭
和
24
）

（
昭
和
25
〜
昭
和
26
）

（
昭
和
25
〜
昭
和
26
）

（
昭
和
25
〜
昭
和
26
）

94 110 45 745 203 458 105
255 2,666 249 233 83 50

3,125 2,171
昭和24 県立一関第二高等学校・旧制農工学校 26 24

25 66 21 19 106
26 255 39 33 327

5,346 433
5,779

卒業生数　30,055

卒
業
年
次（
３
月
）

県立一関第二高等学校 県立一関農業高等学校
普

通

科

福
祉
教
養
科

総
合
学
科

土

木

科

農

業

科

生

活

科

合

計

農

業

科

生

活

科

園

芸

科

生
活
科
学
科

農
芸
科
学
科

合

計
昭和27 98 39 49 186

28 210 43 253
29 250 43 293
30 211 45 42 298
31 259 41 43 343
32 231 46 35 312
33 259 44 39 342
34 272 44 40 356
35 262 43 38 343
36 256 44 41 341
37 262 44 41 347
38 255 43 40 338
39 232 39 36 307
40 291 45 47 383
41 310 42 44 396
42 267 41 45 44 397
43 314 40 40 85 479

昭和44 315 38 353 45 84 129
45 311 41 352 43 80 123
46 306 42 348 46 84 40 170
47 290 39 329 42 80 38 160
48 267 39 306 39 80 29 148
49 272 36 308 39 81 38 158
50 276 39 315 37 82 36 155
51 274 41 315 39 80 39 158
52 266 40 306 36 86 39 161
53 267 42 309 39 79 39 157
54 269 269 37 83 37 157
55 268 268 38 77 39 154
56 264 264 41 84 42 167
57 271 271 31 78 38 147
58 273 273 40 79 39 158
59 230 230 28 40 32 100
60 229 229 37 40 29 106
61 272 272 42 60 31 133
62 271 271 38 38 34 110
63 265 265 31 35 32 98

平成 1 278 278 32 34 29 95
2 268 268 30 37 38 105
3 271 271 42 43 42 127
4 276 276 41 39 40 120
5 229 45 274 33 41 42 116
6 225 45 270 37 40 37 114
7 231 45 276 40 41 40 121
8 229 42 271 31 37 35 103
9 228 40 268 33 41 41 115
10 253 39 292 32 38 37 107
11 200 40 240 36 39 34 109
12 203 39 242 38 40 39 117
13 210 39 249 36 36 40 112
14 205 42 247 38 39 36 113
15 203 41 244 37 38 40 115
16 197 40 237 34 36 31 101

15,770 4,639
（新）県立一関第二高等学校

17 196 37 36 38 307
18 161 40 39 39 279
19 240 240
20 243 243
21 235 235
22 233 233
23 230 230
24 236 236
25 236 236
26 237 237
27 241 241
28 234 234
29 237 237
30 239 239
31 231 231

令和2 209 209
3 200
4 201

24,276

卒　業　生　数

（
予
定
）

　令和２年３月１日に執り行われる予定であった同窓会
入会式は、新型コロナウイルス感染症拡大防止処置の
ため中止となり、書面での紹介となりました。卒業生を
代表して１組の武

た け だ

田尚
な お と

澄さんと２組の鈴
す ず き

木あゆなさんが
学年理事となりました。皆さんの同窓会への入会を心
から歓迎するとともに、これからのご活躍を祈念いたし
ます。なお、卒業年度と翌年まで各支部での同窓会の
参加費は無料となりますので、積極的な参加をお待ち
しています。

令和２年３月卒同窓会クラス委員並びに学年理事

１ 組 ※ 武
たけ

　田
だ

　尚
なお

　澄
と

藤
ふじ

　野
の

　鈴
れい

　夏
か

２ 組 菅
すが

　原
わら

 　　 傑
たける

※ 鈴
すず

　木
き

　あゆな

３ 組 鈴
すず

　木
き

　英
ひで

　人
と

佐
さ さ き

々木　碧
あお

　渚
な

４ 組 八
や

　島
しま

　真
まな

　斗
と

村
むら

　上
かみ

　真
ま

　悠
ゆ

５ 組 小
お　の　でら

野寺　真
ま さ き

紗希 岸
きし

　里
さと

　瑠
る

　葵
き

６ 組 宮
みや

　本
もと

　大
たい

　海
が

松
かわ

　川
かわ

　安
あん

　里
り

※学年理事

同窓会入会式
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編集後記
　新型コロナウィルス感染症拡大予防のため、様々
な計画が中止や延期を余儀なくされています。
　同窓会総会も書面による議決という初めての対応
でしたし、各支部総会も中止せざるを得ない状況で
す。事務方の気苦労は推して知るべしですが、臨機
応変に対応し、会員の皆様の後押しを頂きながら前
に進めて参ります。
　この様な重苦しい空気の中、昨年の関東支部さん
の総会・懇親会のご報告に、昨年の同窓会報の表紙
を飾った作詞家・万城たかしさんが参加した様子が
載っておりました。
　一年前、同窓会報の編集山場でアイディアが尽き、
関東支部事務局次長曽部篤治さんに助けを求めると、
即座に万城さんをご紹介頂いたことを昨日の様に思
い出します。
　インターネットで簡単に情報交換できる社会にな
りましたが、人と人とが出会うことでしかできない情
報のやり取りを大切にしたいもの。同窓会はそのよ
うな場であると信じています。�

編集委員� 編 集 委 員 長　佐　藤　公　基
� 副編集委員長　須　藤　光　子
� 編 集 委 員　菅　原　　　隆
� 　　　〃　　　槻　山　隆　幸
� 　　　〃　　　佐々木　利恵子
� 　　　〃　　　吉　田　一　博
� 　　　〃　　　長　洞　義　一

《日　時》	 令和３年６月19日（土） 	
	 　　午後２時～（予定）

《会　場》	 総　会：一関第二高校大講義室	
	 懇親会：サンルート一関（予定）

《当番幹事》	 令和２年度当番幹事	
	 　（昭和58年３月卒・平成５年３月卒）	

	 令和３年度当番幹事	
	 　（昭和59年３月卒・平成６年３月卒）	

	 による合同開催

《会　費》	 5,000円（予定）	
　※令和2年・令和３年3月卒の方は会費無料です。	
　※平成29〜31年（令和元年）3月卒の方は会費半額です。

令和３年度
総会・懇親会のご案内

令和２年度
一関二高同窓会年間行事計画
令和２年

4月8日㈬ 入　学　式
（�※新型コロナウイルス感染拡大防止により縮小開催）

10日㈮ 同窓会会計監査（本校）

22日㈬ 同窓会第１回常任理事会（本校）20名

5月15日㈮ 開校記念日

29日㈮ 同窓会理事会（本校）19名

6月20日㈯ 同窓会総会書面議決

8月上旬　 同窓会報№17発行

28日㈮ 二高祭（校内公開のみ）

9月中旬

同窓会総会・懇親会打合せ会（未定）
　�令和2年度当番予定幹事（昭和58年･平
成5年3月卒）・令和3年度当番幹事
（昭和59年･平成6年3月卒）
※�来年度の総会・懇親会は令和2年度・令
和3年度当番幹事合同での開催。

11月中　　 令和3年度同窓会総会・懇親会第１回
当番幹事打ち合わせ会（未定）

令和３年
２月上旬　 同窓会常任理事会（本校）

3月1日㈪ 同窓会表彰・入会式

2日㈫ 卒　業　式

音楽部・吹奏楽部・太鼓道場部より

同窓会の健全な運営および在校生への応援
のため、皆様のご協力をお願いいたします。

※振り込みの際は、振込者名と卒業年度を
　ご記入ください。

ゆうちょ銀行
口座番号　０２２２０-8-５６５９１
口 座 名　一 関 二 高 同 窓 会

寄付受付口座番号

　本年度の定期公演については新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から無観客等で実施いたしまし
た。また、同窓会総会の中止に伴い皆様の前で発表す
ることも叶いませんでした。例年定期公演のプログラム
の協賛及び、チケットを購入いただいて来場くださっ
ている皆様、また、同窓会総会に出席いただき発表を
楽しみにされていた皆様におかれましては、次の機会
にぜひご観覧くださいますようお願い申し上げます。


